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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第２四半期 4,319 7.2 839 △25.1 838 △21.8 537 △28.2 

29年３月期第２四半期 4,029 6.6 1,120 △1.0 1,071 △5.8 747 0.1 
 
（注）包括利益 30年３月期第２四半期 669 百万円 （15.1％）   29年３月期第２四半期 581 百万円 （△24.3％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第２四半期 23.63 － 

29年３月期第２四半期 32.84 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年３月期第２四半期 8,488 4,486 52.8 197.40 

29年３月期 8,300 4,096 49.4 179.97 
 
（参考）自己資本 30年３月期第２四半期 4,486 百万円   29年３月期 4,096 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00 

30年３月期 － 0.00       

30年３月期（予想）     － 11.00 11.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 
 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 9,528 14.0 2,365 11.1 2,342 12.8 1,602 10.7 70.40 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期２Ｑ 24,740,000 株 29年３月期 24,740,000 株 

②  期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 2,014,543 株 29年３月期 1,980,188 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 22,734,286 株 29年３月期２Ｑ 22,767,517 株 

 

 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記資料には、本資料発表日現在の将来に関する見通し、計画に基づく予想が含まれています。当該予想と実績の間

には、今後様々な要因によって大きく差異が発生する可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国の保護主義的な経済政策、英国のＥＵ離脱問題の不透明感

や中東・アジアの地政学的リスクの高まり等の懸念により、株式市場や為替動向を含めて、不安定な状況となって

います。また、我が国経済につきましては、政府の経済政策や日本銀行による金融緩和策などを背景に、企業収益

や雇用・所得環境の改善が見られ、緩やかな回復基調が継続する展開となっています。

 このような経済情勢の中で、医薬品業界におきましては、薬価基準の引き下げや後発品の普及促進などの薬剤費

削減策の強化、主力製品の特許切れ問題及び世界的な新薬の承認審査の厳格化などにより、医薬品開発の競争はま

すます激化しております。 

 また、当社グループが属する医薬品開発業務受託（ＣＲＯ；Contract Research Organization）業界及び医薬品

販売支援（ＣＳＯ；Contract Sales Organization）業界は、医薬品開発・販売のアウトソーシング化及び国際共

同治験（注）の増加を背景として、市場規模は緩やかに拡大しております。

 このような事業環境の下、当社グループのＣＲＯ事業につきましては、日本、アジア、米国、欧州におけるグロ

ーバル受託体制の構築を引き続き強力に推し進めた結果、国際共同治験を中心とした受託案件が増加し、売上に貢

献いたしました。しかし、利益面においては、日本、アジア、欧州で開始予定であった大型国際共同治験の開始が

遅れていること等により、売上の増加が当初の想定を下回ったため、受注計画に基づく先行的な人材投資による人

件費の増加や東京オフィス移転に伴う費用等を吸収しきれず、減益となりました。育薬事業につきましては、新薬

販売後の臨床研究を中心とした案件の受託により人員の稼働率が上昇した結果、売上及び利益に貢献することとな

りました。以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は4,319百万円（前年同四半期比7.2％増）と

なりました。一方、営業利益は839百万円（同25.1％減）となりました。経常利益は円安により外貨預金等に為替

差益が生じる一方、投資有価証券評価損が生じたこと等から838百万円（同21.8％減）となりました。親会社株主

に帰属する四半期純利益は537百万円（同28.2％減）となりました。 

（注）「国際共同治験」とは、主要市場国における早期・同時上市を図るため、臨床試験を複数の国または地域

において同時並行的に行うことをいいます。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

 当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比べ188百万円（2.3％）増加し、8,488百

万円となりました。これは、主に現金及び預金や立替金の増加等によるものであります。 

（負債） 

 当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末と比べ201百万円（4.8％）減少し、4,002百

万円となりました。これは、主に未払金や長期借入金の減少等によるものであります。 

（純資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末と比べ389百万円（9.5％）増加し、4,486

百万円となりました。これは、主に利益剰余金の増加によるものであります。 

（キャッシュ・フローの状況の分析） 

 当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末より 

80百万円増加し、4,435百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果獲得した資金は429百万円（前年同四半期は587百万円の獲得）

となりました。これは、主に税金等調整前四半期純利益838百万円の計上があったものの、立替金の増加額73百万

円、前受金の減少額109百万円及び法人税等の支払額258百万円があったこと等によるものであります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果獲得した資金は5百万円（前年同四半期は103百万円の使用）と

なりました。これは、主に有形固定資産の取得による支出55百万円、無形固定資産の取得による支出24百万円、投資

有価証券の取得による支出40百万円、差入保証金の差入による支出31百万円及び差入保証金の回収による収入156百

万円があったこと等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は387百万円（前年同四半期は373百万円の使用）

となりました。これは、主に長期借入金の返済による支出69百万円、自己株式の取得による支出52百万円及び配当金

の支払額226百万円があったこと等によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

① 概要 

 当第２四半期連結累計期間において、当社の経営戦略の現状と見通しについて重要な変更はありません。引き続

き、当社グループは受託業務の選択と集中を推し進め、既存のＣＲＯ、ＣＳＯとの差別化を図ることにより、順調に

推移すると予測しております。 

 平成30年３月期通期の業績予想につきましては、期初に採用した人員が稼働可能な状態となり、また、米国主導の

日本、アジア、欧州、米国での国際共同治験や日本主導の日本、欧州での国際共同治験の打診を始め多数の新規案件

の打診があることから、現時点において変更はございません。 

② 受注残高の推移 

 当社グループのＣＲＯ事業において受託する治験業務では、１年から３年程度の治験実施期間において、症例数や

対象疾患に起因する治験の難易度などにより受託総額が決定します。この実施期間についてクライアントと委受託契

約を締結し、契約に従い毎月売上が発生します。育薬事業においても、同程度の期間についてクライアントと委受託

契約を締結し、契約に従い毎月売上が発生します。 

 受注残高は、既に契約を締結済みの受託業務の受注金額の残高であります。これは、今後１年から３年程度の期間

で発生する売上高を示しており、当社グループの今後の業績予想の根拠となる指標であります。 

 下表のとおり、平成29年３月期末の受注残高に比べ平成29年11月13日時点の受注残高は3.8％増加しております

が、これは、既存の委受託契約を順調に消化し受注残高の金額が売上高として計上されたものの、これを上回る受託

案件の新規契約があったことによるものです。上記のとおり、アウトソーシング化及び国際共同治験の増加を背景に

足下の受注環境は良好であり、営業活動の結果、既存・新規の顧客から受託案件の打診を受けていることから、ＣＲ

Ａ（注）の増員などにより、受託体制の強化に努めてまいります。 

 

（注）ＣＲＡ（Clinical Research Associate）とは、臨床開発モニターと訳されます。医薬品開発段階での治験

が、薬機法(医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律)その他の関連法令及び治験実施計

画書を遵守して行われているかどうかを監視（モニタリング）する担当者のことをいいます。

 

表．受注残高の推移

（単位：百万円）

 

平成29年

３月期末

（Ａ）

平成30年３月期
増減率％

(Ｂ-Ａ)/Ａ第２四半期末
平成29年11月

13日時点（Ｂ）

受注残高 13,457 14,349 13,971 3.8

内訳

中外製薬 3,142 3,527 3,387 7.8

小野薬品工業 2,723 3,381 3,215 18.1

エーザイ 1,079 1,674 1,605 48.7

武田薬品工業 713 450 433 △39.3 

その他 5,798 5,314 5,329 △8.1
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,354,914 4,435,696 

売掛金 1,261,388 1,234,919 

前払費用 107,967 100,713 

繰延税金資産 67,673 74,637 

立替金 305,617 395,884 

その他 115,402 138,910 

貸倒引当金 △185 △245 

流動資産合計 6,212,779 6,380,516 

固定資産    

有形固定資産 73,688 113,707 

無形固定資産    

のれん 1,050,387 1,110,370 

その他 212,881 221,059 

無形固定資産合計 1,263,268 1,331,429 

投資その他の資産    

差入保証金 546,994 421,793 

その他 203,428 241,243 

投資その他の資産合計 750,422 663,037 

固定資産合計 2,087,379 2,108,174 

資産合計 8,300,159 8,488,690 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

1年内返済予定の長期借入金 139,968 139,968 

未払金 255,626 191,054 

未払費用 154,618 163,879 

未払法人税等 311,960 364,500 

未払消費税等 144,497 70,583 

前受金 588,670 523,324 

預り金 1,077,377 1,068,775 

賞与引当金 152,997 180,175 

その他 49,804 16,465 

流動負債合計 2,875,521 2,718,726 

固定負債    

長期借入金 933,440 863,456 

退職給付に係る負債 340,516 365,232 

その他 54,502 55,242 

固定負債合計 1,328,458 1,283,930 

負債合計 4,203,980 4,002,657 

純資産の部    

株主資本    

資本金 214,043 214,043 

資本剰余金 73,000 73,000 

利益剰余金 4,328,278 4,637,930 

自己株式 △349,954 △402,427 

株主資本合計 4,265,367 4,522,546 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 947 2,673 

為替換算調整勘定 △165,142 △34,666 

退職給付に係る調整累計額 △4,993 △4,519 

その他の包括利益累計額合計 △169,188 △36,512 

純資産合計 4,096,179 4,486,033 

負債純資産合計 8,300,159 8,488,690 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 4,029,063 4,319,612 

売上原価 2,159,109 2,629,997 

売上総利益 1,869,953 1,689,614 

販売費及び一般管理費 749,300 850,220 

営業利益 1,120,653 839,394 

営業外収益    

受取利息 252 280 

為替差益 － 5,994 

その他 51 559 

営業外収益合計 304 6,834 

営業外費用    

支払利息 2,811 2,255 

為替差損 40,456 － 

投資有価証券評価損 5,046 5,049 

その他 788 245 

営業外費用合計 49,102 7,550 

経常利益 1,071,855 838,678 

税金等調整前四半期純利益 1,071,855 838,678 

法人税、住民税及び事業税 320,686 312,966 

法人税等調整額 3,415 △11,538 

法人税等合計 324,101 301,428 

四半期純利益 747,753 537,249 

親会社株主に帰属する四半期純利益 747,753 537,249 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 747,753 537,249 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △1,715 1,725 

為替換算調整勘定 △164,068 130,475 

退職給付に係る調整額 △120 474 

その他の包括利益合計 △165,904 132,675 

四半期包括利益 581,848 669,925 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 581,848 669,925 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,071,855 838,678 

減価償却費 48,394 51,523 

のれん償却額 44,246 47,280 

長期前払費用償却額 1,438 2,017 

賞与引当金の増減額（△は減少） 14,316 25,985 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 100 74 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 20,480 24,049 

受取利息及び受取配当金 △252 △280 

支払利息 2,811 2,255 

投資有価証券評価損益（△は益） 5,046 5,049 

為替差損益（△は益） 19,788 △6,820 

売上債権の増減額（△は増加） 15,480 47,089 

未払消費税等の増減額（△は減少） △55,978 △73,902 

立替金の増減額（△は増加） 1,697 △73,981 

前払費用の増減額（△は増加） △37,177 10,440 

未払金の増減額（△は減少） △53,566 △56,178 

前受金の増減額（△は減少） 191,993 △109,380 

預り金の増減額（△は減少） △244,455 △22,657 

その他 20,741 △5,024 

小計 1,066,959 706,217 

利息及び配当金の受取額 315 279 

利息の支払額 △2,798 △3,558 

法人税等の支払額 △476,617 △258,642 

訴訟関連損失の支払額 － △15,222 

営業活動によるキャッシュ・フロー 587,858 429,073 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △16,841 △55,625 

無形固定資産の取得による支出 △30,780 △24,006 

投資有価証券の取得による支出 △40,000 △40,000 

長期前払費用の取得による支出 △467 △374 

差入保証金の差入による支出 △17,057 △31,098 

差入保証金の回収による収入 1,173 156,405 

投資活動によるキャッシュ・フロー △103,974 5,300 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △69,984 △69,984 

自己株式の取得による支出 △60,780 △52,472 

配当金の支払額 △227,478 △226,940 

リース債務の返済による支出 △15,102 △37,758 

財務活動によるキャッシュ・フロー △373,344 △387,155 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △53,168 33,563 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 57,371 80,782 

現金及び現金同等物の期首残高 2,910,773 4,354,914 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,968,145 4,435,696 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。 
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